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翻
刻

西B
郭

俗

湖

月

抄

草

案

田

中

道

雄

解

、

説

一

佐
賀
県
鹿
島
市
中
川
文
庫

蔵
。
大
本
。

一
冊
。
写
本
。
表
紙
共
美
濃
紙
全

二

十

一
丁
、

墨
付
同
。
各

頁
八
行

或
い
は
九
行
。
題
簸

.
内
題

.
序

.
厳

.
奥
書

な
く
、
表

紙
中
央
に

「
雅

俗
湖
月
抄

草
案

」
と
外

題
。
第

一
丁
目

表
、
本
文

右

上
部

に

「
中

川
交

庫
」

の
印
記
を
有
す
る
。
同
文
庫

は
、
鹿
島
鍋
島
家
歴
代

の
集
書

に
成
り

.
現
在
尉
市
祐
徳
神
社

に
寄
託

中
の
も

の
。
筆
写
は
す
べ
て
同

筆

.
元
禄
宝
永
期
を
下
る
書
休

と
は
恩

え
な

い
。

内
容
は
京
島
原

の
遊
女

三
卜
人

の
評
判
記

で
、
そ

の
巻
頭
に
茶
屋
主
人
、
巻

尾
に
駕

か
き

の
妻
各

一
人
を
配
し
、
合

わ
せ
て
三
十

二
条
よ
り
成

る
。
即
ち
、

茶
緊
主
人

は
出

口
衣
紋
馬
場
茶

屋
藤
屋
彦
為
衛
門
、
駕
か
き
の
妻

は
は

っ
で
、
遊

女
は
抱
主
別

で
中

ノ
町

一
文
字

屋
の
十

四
人
を
筆
頭
に
、
ト

ノ
町
桔
梗

屋
喜
兵

註
2

衛

内
六
人

、
中
堂
寺
大
坂
屋
伝
左
衛
門
内

四
人
、
下

ノ
町
大
坂
屋
太
郎
兵
衛
内

三
人
、
上

ノ
町
桔

梗
屡
入

冶
衛

門
内

二
人
、
下

ノ
町
柏
屋
又
十
郎
内

一
人
の
順
、

位
別
で
太
夫

四
人

.
天
神
十

八
人
、
囲
八
人
と

い
う
内
訳
で
あ
る
。
遊
女
各
条

の
記
載
形
式

は
.
ま
ず
遊
女
名

・
町
名

・
屋
号

・
位
を
挙
げ
、
次

い
で
本
文
、

最

後
に
源

氏
名
に
因
む

発
句

一
句
を
付

け
る
。
頭
初

の
名
寄
細
見
形
式
は

「朱

雀

信
夫
摺
』
、
末

尾

の

発

句
を
付

す
形
式

は

『
朱
雀
遠
目
鏡
』

な
ど
と
等
し

い
。
本

文
は
、
各
遊
女
の
面
躰

・
風
俗

・
心
ば

へ
・
酒
事

・
全

盛

.
そ

の
他
に

つ
い
て
の
、
か
な
り
事
実
に
即
し
た
と
思
え
る
記
述
批
判

で
あ

っ
て
、
諸
分
秘

伝
書
的
要
素

は
な
く
、
他
書
に
類
少

い
茶
屋
主
人

.
駕

か
き

の
妻
の
評
判

や
、

「御
全
盛
」
や

「末
頼
母
し
」
な
ど
遊
女
の
盛
色
を
示
す
評
語
は
、
案
内
記
的

要
素
を
加
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
評
者

は
、
全
般
に
穏
や
か
な
態
度
で
終
始
し

、

殊
更
な
趣
向
を
試
み
る
で
な
く
、
批
判
は
囲
女
郎

に
ま

で
及
ぶ
が
、

叫
篇
の
均

斉

を
よ
く
整
わ
し
め
て
い
る
。

題
名
は
、
先
行
評
判
記
に

『吉
原

ま
す

か
ゝ
み
』

『吉
原

つ
れ
ぐ

草

』

『

吉
原
伊
勢
物
語
』

「
古
今

若
女
郎
衆
序
』

『吉
原

源
氏

五
十

四
君
」
な
ど
、
古

典
を
も
じ
る
題
名

が
多

い
の
に
倣

っ
て
、
源
氏
名
を
列

ね
る
評
鞠

記
ゆ

え
、

"

俗
な
る
湖
月
抄

〃
で
あ
る
と

.
当
時

遊
女
間

に
さ
え
流
行

し
た
、
延
宝

二
年
七

月
京
都
刊
行

、
北
村
季
吟

の
源
氏
註
訳
書

『源
氏
物
語

湖
月
抄
」

に
名
を
借
り

た

こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う

。
本
文
ま
た
源
語
に
因
む
箇
所
多

く
、

一
例

せ
ば

、

冒
頭

「此
家

の
か
た
わ
ら
に
…

…
簾
な
と
も
い
と
し
ろ
ふ
涼

し

け

な

る

に
」

は

、
夕
顔
巻

9
数
行
を
そ
の
ま
ま
嵌
入
し
た
如

き
で
あ

る
。

二



成
立
年
代

は
、

『湖
月
抄
」

の
刊
年
延
宝

二
年
以
降

で
あ
る
が
、
さ
ら

に
局

限
す
べ
く
、
本
書
所
掲
人
名
を
同
年

以
降
出
刊
の
遊
女
評
判
記

・
西
鶴

の
諸
作

品

・

「
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
(
元
禄
十

四
年

八
月
刊
、
同
十

五
年

二
月
再
刊
)

巻
頭

「
嶋
原
女
郎
惣
名
よ

せ
」

・

「
傾
城
洗
髪

自

(元
禄
十
六
年

六

月

上

旬

註
4

刊

)
四
之
巻

「
嶋
原
女
郎
懐
日
記
」

に
求
め
た
結
果
は
次

の
如
く

で
あ

っ
た
。

(但
し
、
抱
主
が
異

な
る
場
合

は
と
ら
な

い
。
位
は
、
註
記
な
き
場
合
は
す
べ

て
本
書

に
お
け
る
と
同
じ
い
。
)

天
和
元
年

「朱
雀
遠
目
鏡
』

・花
崎
・
井
筒

・
せ
ん
じ
ゆ

三
名

〃

『
お
も
は
く
寄
含
』

ナ
シ

〃

『朱
雀
諸
分
鑑
』

花

さ
き

(か

ほ
る
は
上
村

五
郎
右
衛

門
内

と
思
え
る
ゆ
え
と
ら
な

い
。
)

一
名

〃

『朱
雀
遠
目
鏡
跡
追
」
千
珠

(
『朱
雀
遠
目
鏡
」
の
せ
ん
じ

ゅ
と

同

一
人
)

、

一
名

貞
享

四
年

『朱
雀
信
夫
摺
」

花
崎

・野
風
・
八
雲

三
名

元
禄
元
年

=.諸
国
色
里
案
内
一

花
さ
さ
・
野
風
・
八
雲
・
(端

の
部

に
も
求
め

れ
ば
・
田
村
・
い
つ
き
・
八
ゑ
か
き
)
・
藤
屋

彦
右
衛
門

四
名

西
鶴
の
諸
作
品

元
禄
十

五
年

『色
三
味
線
』

元
禄
十
六
年

『
洗
髪

花

崎

・
野

風

・
三

五

・薫

四

名

花

さ
き

・
野

か

ぜ

・
さ

ん

ご

・
井

筒

・
よ

し

う

・
と

こ
よ

・
き

く

川

・
こ
と

う

ら

・

や
く

も

・
き

て
う

・
た

む

ら

(鹿

)
・
と
ざ

わ

・
や

へ
が

き

・
い

く

の

(梅

)
・
ふ

ち

や

註
6

註
6

庄

右
衛

門

・
は

つ
(本

文

中

)

「
六

名

佗

崎

・
野

風

・
三
吾

・
与
州

・
香

織

(松

)
・大

磯

(松

)
・
床

夜

・菊

川
・
琴

浦

・
八

雲

・大

淀

・

三

浦

・
奇
帳

・
田
村

(
鹿

)
・伊

津

記

・
戸

沢

・

幾
野

・数

馬

・藤

屋

彦

右

衛

門

一
九

名

こ
こ
に
見
る
如
く
、

『
色
三
味
線
」

『
洗
髪
』

二
書
を
除

け
ば
、
共
通
す
る

註
7

名
は
甚
だ
僅
少

で
あ

っ
て
、
か

つ
、
そ
れ
も
花
崎

・
野
風

の
よ
う
に
特
定

の
家

に
数
代

に
わ
た

っ
て
存
在
す
る
源
氏
名

で
あ
り

、
本
書

の
同
名
者
と
同

一
人
物

だ
と
断

定
し
得

る
に
は
至
ら
な
い
。
こ
れ
に
比
し
、

『
色
三
昧
線
』
は
十

六
、

「
洗
髪
」
は
十

九
の
名
が

一
致
し
、
こ
の
数
は
本
書
所
掲
三
十

二
入
の
五
乃
至

六
割
に
相
当
す

る
の
み
で
な
く

、
共
通
す
る
名
は
下
級
遊
女
に
も
及
び
、
従

っ

て
、
本
書
の
成
立
時
期
を
両
書
刊
年

に
近

い
頃
と
推
定
で
き
よ
う
。

次

い
で
、
こ
の
両
書

の
刊
年
月

を
手
が
ゝ
り
と
し
、
さ
ら
に
本
書
成
立
時

の

局
限
を
試
み
る
。

(以
下
、
本
書

に
俗
、

『
色
三
味
線
」

に
色

、

『洗
髪
」
に

洗
の
略
号
を
用

い
る
こ
と
が
あ
る
。
)
即
ち
、

註
8

(
A
期
)

『
色
三
味
線
』
出
刊
の
元
禄
十
五
年

二
月
以
前

。

(
B
期

)
元
禄
十
五
年

こ
且

か
ら

『洗
髪
」
出
刊
の
元
禄
十
六
年
六
月
上
旬

ま

で
。

(
C
期
)
元
禄
十
六
年

六
月

上
旬
以
降

。

〔
本
書
成
立
が
A
期
だ
と
俗
↓

色
↓
洗
、
B
期
だ
と
色
↓

俗
↓
洗
、
C

期
だ
と
色
ー
洗
↓
俗

の
順

の
三
書
成
立

と
な
る
。
〕

の
三
期
を
設
定
し
、
次

に
本
書
所
掲
人
名
を
分
類
し
て
左
の
数

グ
ル
ー
フ
に
分

け
る
。

〔
1
群
〕
俗
、
色
、
洗
三
書

に
出
る
名

(
イ
)
位
に
変
化

な
い
者

花
崎

・
野
風

・
三
五

・
与
州

・
と

こ
よ

・
菊

川

・
琴
浦

・
八
雲

・
き

て
う

・
戸
沢

・
藤

屋
彦
右
衛
門

一
剛
名

(
ロ
)

位
に
変
化
あ
る
者

田
村

・
幾
野

二
名



〔
Ⅱ
群
〕
俗

・
色

二
書
に
出
る
名

、

井
筒

・
八
重
垣

・
は

つ

三
名

〔
Ⅲ
群
〕
俗

・
洗

二
書
に
出

る
名

(
イ
)
位
に
変
化
な
い
者

大
淀

・
三
浦

・
斉
宮

・
数
馬

四
名

(
ロ
)
位
に
変
化
あ
る
者

か
ほ
る

・
大

磯

二
名

〔
Ⅳ
群
〕
俗

一
書
に
出
る
名

玉
き
し

・
山

の
井

・
小
井

つ
ゝ

・
と
も

へ

・
小
紫

・
い
つ
ゝ

・

夕
霧

・
八
僑

・
妻

川

・
千
寿

一
〇
名

こ
こ
で
各
群
に

つ
き
、二
期

そ
れ
ぞ
れ

に
お
け
る
成
立
の
妥
当
性
を
考
察
検
討

し

た
結
果
を
総
含
し

.
本

書
成
立
が
そ
の
い
ず
れ

の
期
に
位
置
す

る
か
を
推
測

し

ょ
う
と
す
る

の
で
あ
る
が

.
そ
れ

に
は
次

の
方

法
を
と
る
。
I
群

(
イ
)
十
名

と

い
う
多
数

の
遊
女
が

.
本
書
成
立
を
い
ず
れ

の
期
に
胃
く
に

せ
よ
三
書

同
家

同
.位
同
名
で
あ
り
、
し
か
も
本
書

中
日

下

「
全
盛
」
と
謳
わ
れ

る
全

九
名
中

の

七
名
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
襲
名
に
よ
る
同
名

別
人
を
含
む
と
し
て
も
、
な
お
同

名
同
人
の
場
合

が
多

い
こ
と
を
予
想
し
、
本
書
成
立

が

『
色
三
味

線
」

「洗
髪

』
刊
年

に
極
め
て
近
い
と
判
断
す
る
。
さ
ら
に
敷
術

し
て
、
Ⅰ

群

(
ロ
)

・
Ⅱ

群

・
Ⅲ
群
(
イ
)
(
ロ
)
の
三
ま
た
は
二
書
同
名
も
同

一
人
と
の
仮
定
に
立
ち
、
各

期
成
立
説
構
成
の
際
、
同

一
人

の
在
り

力
と
し
て
矛
盾

ま
た
は
不
審

の
事
実
が

介

在
し
、
成
立
説
構
.灰
の
再
能
性
を
減
退

せ
し

め
る
と
思
え
る
場
合
、

こ
れ
を

成
立
説
構
成
に
対
す
る
否
定
的
条
件
と
し

て
摘
出
し
、
第

一
段
階
を
終
る
。
次

い
で
、
こ
の
各
期
に

つ
い
て
の
否
定
的
条
件
各
項
を
詳
細

に
検
討
し
、
三
ま
た
は

二
書

同
名
別
人

の
証
と
す
る
に
足

る
積
極
的
理
由
を
、本

書
中
の
評
語

や
、
『
色

三
味
線
」

と

『洗
髪
」
に
お
け
る
順

位

対

照

に
基
づ
く

昇
位

・
降
等

の
事
実

な

ど
か
ら
得
て
、
同
人
と
し
た
場
合

三
ま
た
は
二
書
間
に
存
し
た
矛
盾

を
解
消

し
、
可
能
な
限
り
右
各
項
を
許
容
し
た

い
と
試
み
て
、

こ
れ
を
第

二
段
階
と

す

る
。改

め
て
第

三
段
階

で
は
、
各
期
成
立
説
構
成

の
可
能
性
を
促
進

せ
し

め
る
事

実
を
・
や
は
り

評
語
、
昇
位
・
降
等
の
事
実
な
ど
か
ら
指
摘
し
て
.
こ
れ
を
肯
定
的

条

件
と
し
、

こ
こ
に
お
い
て
、否
定
的
条
件
の
消
去
度
合
が
最
大
で
あ
り

、
且
っ

肯
定
的
条
件
最
多
の
期
を
、
本
書
成
立
時
と
推
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

第

一
段
階
と
し
て
掲
げ
る
、
各
期
成
立
説
構
成
に
関
す
る
否
定
的
条
件
は
次

の
通
り

で
あ

る
。

○

A
期
成
立
説
構
成

の
場
合

一

-
群

(
ロ
)
田
村

の
、
俗
梅
↓
色
鹿
↓
洗
鹿
と

い
う
降
等
。

ニ

ー
群

(
ロ
)
幾
野

の
、
俗
鹿
↓
色
梅
↓
洗
鹿
と

い
う
や
や
異
例
な

二
度

の
位
変
化
。

　
　

群

(
イ
)
四
名
の
、
俗
界
↓
色
不
見
↓
洗
見
と

い
う
不
自
然
な
中
間

不
在
。

　
Ⅲ

群

(
ロ
)

二
名

の
、
日
に
同
じ
進

退
。

○

B
期
成
立
説
構
成
の
場
合

　
Ⅰ

群

(
ロ
)
田
村

の
、
色

鹿
↓
俗
梅
↓

洗
鹿
と

い
う
や
や
異
例
な

二
度

の
位
変
化

。

の
Ⅳ

群
十
名

の
色
不
見
↓

俗
見
↓
洗
不
見
と

い
う
多
数

の
慌
し

い
短
期
間

出
没

。

○
C
期
成
立
説
構
成

の
場
合

　
Ⅱ

証
群

三
名

の
、
日
同
様
色
見
↓
洗

不
見
↓
俗
見
と
い
う
不
自

然
な
中
間

不
在
。



の

皿
群

(
ロ
)

二
名

の
洗
松
↓

俗
梅
と
い
う
降
等
。

以
上
八
項

の
否
定
的
条
件

の
消
去
を
試
み
て
、
各
項
に

つ
い
て
検
討
す
る
第

ご
段
階
に
は
い
る
。

　
俗
で

「
い
と
深
か
ら
す
と

も
今

一
と

せ
二
と

せ
に
は
よ
き
御
身
に
成
給

ふ
事

重
臥旦
々
々
」
と
評
さ
れ

た
梅

の
田
村
が
、
色

・
洗

で
鹿
と
降
等
さ
れ

る
の
は
不
審
で
、
別
人
と
思

え
る
。

こ
の
場
合
、
俗

に
見

え
る
田
村
は
、

Ⅳ
群

硲

r
名
同
様
、
元
禄
十

五
年

二
月
以
前
の
身
請
け
退
廓

と

す

べ

き

か
。

　
俗

で

「
御
位
に
は
お
し
き
君
な
ら
ん
か
と
」
と
評
さ
れ
た

鹿

の

幾

野

が
、
色
で
梅

と
昇
等

す
る
は
よ

い
と
し
て
、
再
び
洗

で
鹿
と
降
等

さ
れ

る

琿
由
は
何
か
。
こ
こ
で
別
人

の
証
は

な
い
。

　
数
馬
を
除
き

、
全
く
別
人

の
証
な
し
。
数
馬
は
俗
で

「久

し
く
く
る
わ

に

は
す

み
給
ふ
ま
し
珍
重
」
と
評
さ
れ
、
俗
・
洗

二
書
で
別
入
た
り
う
る
。

　
俗
で
梅

で
あ

っ
た
か
ほ
る
は
、
同
家
内
引
き
続

き
松
6

人
中

5
位
に
在

る
野

風
を
、
洗
に
お
い
て
凌
駕

し
て
松
2
位
に
至
る
わ
け
で
、

い
か
に
俗

で

「ひ
と
し
ほ
全
盛
有

へ
し
」
と
称
さ
れ
た
と
は
言

え
、

か
か

る
躍
進
が

そ
う
多
く
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
属
じ
く
、
俗
で

「
難
波
津

の
花
な

り

し

と

か

や
」

と
の
み
あ

っ
て

「
全
盛
」

の
評
語

な
い
梅

の
大
磯
も
、

俗

で

「
全
盛
い
ふ
と
こ
ろ
な
」
き
豪
浦
を
凌

い
で
、
洗

で
は

一
躍
松
と
な

り
、
寒
浦
は
梅

1
位

に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。
両
名
と
も
、

二
書
別
人

と
考

え
ら
れ

よ
う

。

五

俗
で

「
い
と
深
か
ら
す
と
も
今

一
と

せ
二
と

せ
に
は
」
と
突
き
出
し
面

後

ら
し
く
評

さ
れ
る
田
村
が
、
既

に
色

で
鹿
と
し
て
出
る
こ
と
、
ま
た

「

今

、一
と
せ
二
と

せ
に
は
よ
き
御
身

に
成
給
ふ
事
重
豊
々
々
」
と
期
待
さ
れ

つ
つ
、
洗

で
鹿

に
落
ち
る

こ
と
は
そ
れ

ぞ
れ
別
人
と
思
え
る
事
由

で
、

こ

の
場
合
は

二
人
説

あ
る
い
は
三
人
説

を
立

て
得
る
。

六

出
世
早

々
の
身
請
け
に
よ
る
退
廓
と
解
し

て
も
、
元
禄
十
五
年

二
月

か

ら
同
十
六
年

六
月

に
か

け
て
の
十
七
ケ
月
間

、
総
数

の

三

割

強

と

い
う

事
態

に

つ
い
て
は
解
釈

つ
か
な
い
。

七

色

で
梅
16
人
中
ヱ
位
で
あ

っ
た
井
筒
は
、

一
年
半
以
上
後

の
俗
で

「
御

す

へ
さ
か

へ
給
わ
ん
」
と
評
さ
れ

る
同
名
と
は
、
事
実
と
評
語
が
撞
着
す

る
ゆ
え
別
人
、
ま
た
色

で

鹿
36
人
中

蔦
位

に

あ

つ
た
八
重
坦
は
、、
俗

で

「
御
と
し
わ
か
な
れ
ば
末
頼
母
し

八

重

垣

に

露
や
そ
め
け
ん
蔦
も
み

ち
」

と
詠
ま
れ

る
新
造
ら
し
い
同
者
と
別
人

の
趣
が
あ
る
。

駕
か
き

の
妻
は

つ
に

つ
い
て
も
事
情
は
等
し
い
。
色
本

文
に
実
在
者
名

ら
し
く
出

、
そ
れ
ほ
ど
名
が

通
っ
て
い
た
ら
し
い
遣
手
は

つ
は
、
洗
刊
行

註
ρ

時
す

で
に
在

廓
せ
ぬ
と
は
言
え

、
俗
で
「
け
に
信
あ
れ
は
末
や
さ
か

へ
ん
」

と
記

さ
れ

、

「
心
根

お
と
な
し
や
か
」
と
評
さ
れ
る
駕
か
き

の
妻
と
は
別

人

に
し
か
恩
え
な
い
。

①

か

ほ
る
・
大
磯
は
、
俗
を
B
期

に
置
け
ば
俗
梅
↓
洗
松

の
昇
等

コ
ー

ス
で

一
見
極

め
て
妥
当
ら
し
く
見

え
な
が
ら
、
な
お
四
に
お
け
る
と
同
じ
矛
盾

が
介
在
し
、
二
書

別
人
と
見

徽
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
B
期
成

立
説
構
成

の
肯

定
的
条
件
た
り
得
ず
、
俗
を
C
期
に
置
く
場
合
も
ま
た
否
定
的
条
件
た
り

得

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
ほ
る
に

つ
い
て
は
俗
が
降
等
を
認
め
な
が
ら
、

一
方

な
お

「
ひ
と
し

ほ
全
盛
有

へ
し
」
と
評

す

る
の

は
矛

盾

で
あ
り

、

洗

香
織
↓

俗
か

ほ
る
の
表
記

の
違
い
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

二
書
別
人
と

考
え
る
べ
き
で
、
洗

の
刊
年
前
後

に
短
期
間
在
廓

し
、
何
か

の
事
情
で
退

い
た
松

の
香
織

に
代
り
、
急
ぎ
大
坂
に
求

め
て
同
名
を
襲
わ

せ
た
と
、
俗



の

「
難
波

の
花
を

み
や

こ
の
継
穂

に
せ
し
君
」
を
解
さ
れ
な
い
か
。
同
じ

大
坂
出
身
の
遊
女
と

い
う
連

想
か
ら
か
、
本
書
中
の
配
列
で
か
ほ
る
に
続

く
大
磯
に

つ
い
て
も
、
前
時
当
廓
内

の
太
夫
で
あ

っ
た
に
し
て
は
、
単

に

「難
波
津

の
花

な

り

し

と
か
や
」
な
る
過
去
伝
聞
の
表
現
は
不
足

で
あ

り
、
二
書
別
人

の
感
を
抱
か
せ
る
。
た
と
え
同
人
の
降
等
と
し
て
も
、
そ

も
そ
も
色

で
太
夫
は
お
ら
ぬ
中
堂
寺
大
坂
屋
に
、
洗
で

一
人

の
み
現

わ
れ

る
事

情
も
何

か
あ

っ
て
、

こ
こ
に
関
連
す
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
否
定

的
条

件
消
去
は
で
き

ぬ
で
も
な
い
。

以
上
、
第

一
段
階
で
摘
出
し
た
否
定

的
条
件
に

つ
き
考
察
を
加
え
た
が
、
明

白

に
消

去
不
可
能
で
あ

っ
た
の
は
次
の
各
項

で
あ
る
。

A
期
成
立
説
構
成
の
場
合
　
　

二
項

B

〃

・

六

一
項

C

〃

〃

ナ
シ

従
っ
て
、
否
定
的
条
件
消
去
度
合
が
最
大

の
C
期
成
立
説

が
、
第

二
段
階
で

は
問
題
な
く
有
力
で
あ
る
。
次

に
第
三
段
階

に
は
い
り
、
各
期
成
立
説
構
成
に

つ
い
て
の
肯
定
的

条
件
を
見
出
す
。

○

A
期
成
立
説
構
成
の
場
台

一
Ⅱ

群

三
名
中

、
井
筒
と
八
重
垣

の
二
名

は
、
井
筒
が

「御
す

へ
さ
か

へ

給
わ
ん
」
、

八
重
垣
が

「
御
と
し
わ
か
な
れ
ば
末
頼
母
し
」
と
俗
で
評
さ

れ
て
、
俗
見

・色
見
ー
洗
不
見
と
進
退

す
る
ゆ
え
事
実
と
評
語
が

一
致
す

る
。

口
Ⅳ

弾
千
寿
は
、
俗

に

「
ち
か
き

こ
ろ

は
全
盛
名
に
た

つ
末

(
略
)
此

ま

ゝ
に
里
を

御

出
候
様

二
」
と
見
え
、
俗
見
↓
色
不
見
↓
洗
不
見
の
A
期
説

註
13

が
最

も
妥
当

で
あ
る
。

○
B

・
C
期
成
立
説
構
成
の
場
合

　
俗
と
洗
と

の
共
通
名

が
、
俗
と
色
と
の
十
六
名
に
比
し
、
さ
ら
に
三
名

多

い
。

　

1
群

(
イ
)
琴
浦
が
色
梅
5
人
中
4
位
↓
洗
梅
4
人
中
1
位
と
昇
進

の

と

こ
ろ
に
俗

で

「
全
盛
い
ふ
と

こ
ろ
な
し
」
と
称
さ
れ
れ
ば
、
事
実

と
評

語
が
符
号

す
る
。

　

-
群

(イ
)
八
雲
が
色
梅
8
人
中
1
位
↓
洗
梅
11
人
中
7
位
、
戸
沢
が

色
鹿
16
人
中
6
位
↓
洗
鹿
19
人
中
11
位
と
落
ち
た
た
め
、
俗

で

「
全
盛
」

註
14

「末
頼
母
し
」

な
ど
の
評
語

を
伴
わ
ぬ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
事
実
に

一
致

す
る
。

　

-
群

(
ロ
)
幾
野
も
色
梅
12
人
中
7
位
↓
洗
鹿
13
人

中
4
位
と
降
等

し

つ
つ
、
俗
で

「御
位

に
は
お
し
き
君

な
ら
ん
か
と
」

と
評
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
評
語

が
落
ち
着
く
。

○

C
期
成
立
説
構
成

の
場
合

七

-
群

(
イ
)
と
こ
よ
は
、
俗
を
色
梅
1
2人
中
11
位
↓
洗
梅

11
人
中

8
位

の
中
間

に
置
く
よ
り
も

.
色
↓
洗
↓

俗
と
後

に
置

い
て

「
ち
か
き

こ
ろ
は

せ
ん
せ
い
い
や
ま
し

(略
)
末
頼
母
し
や
」
と
評
さ
れ

る
方

が

「
い
や
ま

し
」

の
語

に
相
応
し

い
。

八

-
群

(
イ
)
菊

川
の

「
御
全
盛
　

」
と
、
同
じ
く
き
て
う
の

「全
盛

有

へ
し
」

と
い
う

俗
の
評
に
は
、
現

状

へ
の
賞
揚
と
未
来

へ
の
期

待
と

い

う
違

い
が
あ
る
が
、
色
梅
挿
人
中
弩
位
の
菊

川

・
14
位

の
き

て
う
↓
洗
梅

節
人
中
鋤
位
の
菊

川

・
9
位

の
き

て
う
と
並
行
昇
位
す
る

一
年
半

に
は
、

両
者

の
距
り
に
大

差
は
な
い
わ
け
で
、
こ
の
場
合
も
.
色
↓
洗
↓
俗

の
順

列

が
適
当
す
る
。



僅

-
群

(
ロ
)
田
村

は
、
色
鹿
ー

洗
鹿
の

一
入
と
、
俗
梅
の

一
人
を
別
人

と
考

え
れ
ば
、
俗
の

「
い
と
深
か
ら
す
と
も
今

一
と

せ
二
と
せ
に
は
よ
き

註
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御
,身
に
成
給
ふ
事

重
豊

々
々
」

が
効

い
て
来
る
。

の

顕
群

(
イ
。)
数
馬
は
、
俗
に

「久
し
く
く
る
わ
に
は
す
み
給

ふ
ま
し
」

と
舅
え
、
洗
↓
俗

の
C
期
説

が
妥
当
す
る
。

　
Ⅳ

群

〇
十
名
中

、

「
い
よ
　

っ
れ

て
せ
ん

せ
い
」

「末

な
か
く
全
盛

た
る

へ
し
」
な
ど
期
待
の
評
語
を
伴
う
者

は
、

「
ち
か
き

こ
ろ
松

の
く
ら

い
に

つ
き
給

ふ
」
た
玉
き
し
以
下
八
名

に
及
ぶ
が
、

こ
れ
ら

の
讃
辞
を
受

け
る
遊
女

に
は
新
造
が
多

か
ろ
う

し
、
色
不
見
↓

洗
不
見
↓
俗
見

の
C
期

説
が
最
も
自
然
な
在
り
方
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
肯
定
的
条
件
も
C
期
成
立
説
構
成
の
場
台
に
有
利
で
あ
り
、

最
多
と
な
る
。

A
期
成
立
説
構
成
の
場

合

一

口

二
項

B

〃

・

日

鱒
五
因

四
項

C

〃

・

白

四
五
六
ω
囚

九
㈹
±

九
項

否
定
的
条
件
の
最

少
を
主
条
件
、
肯
定
的
条

件
の
最
多

を
副
条
件
と
し
て
、

こ
れ

に
適
す

る
時
期
を
三
期
中
か
ら
選
択
す
る
と
い
う

こ
れ
ま

で
の
操
作
は
き

わ
め
て
機
械
的

で
あ

っ
た
が
、
A
期
説
に
お
け
る
贋
群

(
イ
)
三
名
が
、
俗

・
洗

二
書
で
別
人
た
る
積
極
的

理
由

の
提
示
、
B
期
説

に
お
け
る
Ⅳ
群
十
名

の
短
期

間
在
廓

の
合
理
的
説
明
が
な
さ
れ
得

ぬ
現

在
、

A
期
説
B
期
説
よ
り
も
、
よ
り

C
期
成
立
説
に
妥
当
性

が
存

す
る
と
思
わ
れ
、
不
充
分

の
証
明

な
が
ら
、
本
書

の
成
立
年
代

を
元
禄
十
六
年
六
月
上
旬
以
降
宝
永
初
年

へ
か
か
る
頃
と
推
定
す

る
。

三

5

本
書
の
縮
者
は
現
在
知
る
べ
く
も
な
く

.
果
し
て
本
書

が
上
梓
に
至

っ
た
か

も
疑
聞
で
あ
る
。
脱
字

・
重
字
な
ど

の
誤
写
が
多

い
こ
の
草
案
は
転
写
本

で
あ註

蛤

り
、
書
写
者
も
ま
た
明
ら
か

で
な

い
。
し
か
し

、

「
近
世
遊
女
評
判
記
年
表
」

に
お

い
て
、
元
禄
宝
永
期
、
次
第

に
影
を

ひ
そ
め
行
く
島

原
の
評
判
記

が
、

い

か
な
る
伝
写
を
経

て
か
西
肥

の
地

に
見
出
さ
れ
た
こ
と

は
興
味
深

い
。
資
料
の

不
足
も
あ

っ
て
解
説

に
意
を
尽
く
し
得
な

い
が
、
ひ
と
ま
ず

の
御

報

告

と

す

る
。

●

註

1
、
中

ノ
町

一
文
字

屋
の
同

一
屋
号
で
、
七
郎
兵
衛
と
次
郎
右
衛

門
の
二

家

が
あ
る
が
、
本
書

で
は
主
人
名
を
付
し
た
区
別
な
き
た
め
わ
か
ら
な

い
。

『
け
い
せ
い
色
三
味
線

[
あ
る
い
は

『傾
城
洗
髪

「
に
井
筒

・
菊

川

・
き

て
う

・
戸
沢

・
八
重
垣

・
数

馬
の
六
人
は
七
郎
兵
衛
内

、
与
州

・
田
村
の

二
人

は
次
郎
右
衛
門
内
と
見

え
る
ゆ
え

【
応
そ
れ

に
従

い
、

他
の
六
入
は
よ
り
大
店
で
あ

っ
た
七
郎
兵
衛

内
と
見
微
し
て
お
く
。
編

者
が
強
い
て
区

別
し
な
か

っ
た

こ
と
を
思

え
ば
、
与
州

・
田
村
と

い
え

ど
も
次
郎
右
衛
門
内
の

同
名
と
は
別
人

で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
そ

う
思

え
る
ふ
し
あ
る
こ
と
も
後
述
す
る
。

右

二
家

の
遊
女
数
十

四
人
は
、

『洗
髪
』
所
掲
全
島
原

一
五

九
人
中

五

一
人

に
徴
し

て
も
、
本
書
所
掲
三
十
人
中
に
占
め
る
比
は
大
き
い
。

同
家
抱
え

の
小
井

つ
ゝ

。
八
橋

・
千
寿
に

つ
い
て
は

『色
三
味
線
』

『

洗
髪
」
に
、
山
の
井
に

つ
い
て
は

『
色
三
味
線
』

の
み
に
同
位
同
名
が

他
家

に
見
え
、
本
書
抱

主
名

の
誤
記
或
は
誤
写
を
認
め
得
れ

ば
同
二
家

遊
女
数

の
過
多
は
解
決
す
る
が
、
傍
証
な
き
今
は
従
え
な
い
。



註
2
、
本

書
に
は
下

ノ
町
大
坂
屋
と
あ
る
が
、
類
書
に
は
揚
屋
町
角
と
あ
る

家
で
あ
る
。

『色
道
大
鏡
」
十

二
、
西
新
屋
敷
六
町
内
家
壁
之
図
の
挙

屋
町
西
側
大
坂
屋
太
郎
兵
衛

に

「
但
比
屋
敷
計
下
之

町

内

也
」
と

あ

り

、
柳
町
下
之
町
に
も
同
家
が
見
え
、
家
屋
を
何
ヶ
ノ所
に
も
所
有
し
た

こ
と
が
知
ら
れ

る
。

註

3
、

]、諸
艶
大
鑑
』

七

ノ
ニ

「
勤

の
身
狼

の
切
売

よ
り
は
」

に
も

「
去
太

夫
殿

へ
。
源
氏

物
語
を
借
に
遣
し
け
る
に
。
其

ま
ゝ
湖
月
お
く
ら
れ

て

。
」
と
見
え
る
。

註
4
、

『
朱
雀
遠
目
鏡
』

『朱
釜
諸
分
鑑
』

『朱
雀

信
夫
摺
』
は
稀
書
複
製

会
本
、

「
お
も
は
く
寄
合

鳴

「朱
雀

遠
目
鏡
跡
追

一
は
中
村
幸
彦
先
生

写
本
、

[「諸
国
色
里
案
内
』
は
未
刊
文
芸
資
料
融
刻
本
、

『
け
い
せ
い

色
三
味
線
一
は
日
本
名
著
全
集
所
収
本
、

口傾
城
洗
髪
』
は
古
典
文
庫

本

を
そ
れ

ぞ
れ
使

用
し
、
西
鶴

の
諸
作
品

に

つ
い
て
は
、
富
士
昭
雄
氏

「
西
鶴
作
晶

の
素
材
」

(東

京
大
学
教
養
学
部

「入
文

科
学
科
紀
要
」

第

一
三
輯
所
収

)
を
利
用
し
た
。

註
5
、

「
庄
右
衛
門
」

は
前
行

の

「
一
文
字

や
庄
左
衛
門
」

に
ひ
か
れ
た
板

下

の
誤

記
と
思

え
、
正
し
く
は

「
ふ
ち

や
彦
右
衛

門
」

で
あ
ろ
う
。

註
6
、
京

の
巻

「
第
五

花
に
も
負

ぬ
三

五
の
月
」
に

「
い
ひ
さ
う
な
事
此

方
か
ら
以

て
参
れ

ば
、
宿

屋
夫
婦
遣
手

の
は

つ
も
、
は
や
敵
に
先
を

こ

さ
れ
、
心
に
籠
し
壌
事

の
裏
を
か

ゝ
れ
て

.
」
と
見

え
る
。

註

7

『
色
三
味
線
」
「

洗
髪

一二

一書

の
場
合
は
総
名
寄
細
見
と
認
め
ら
れ

る

ゆ
え
全
遊
女
名
を
掲
出
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、

『遠
目
鏡
』

『
信
夫
摺
」

「
色
里
案
内
』

三
書
も

、
そ
れ
ぞ
れ

一
三
四
名

(
松
梅
鹿
)

・
八

四
名

(
松
梅
)
・
一
四
九
名
(
松
梅
鹿
)
を
掲
げ
、
『
色
三
味
線
』

の

=

一四
名

(松
梅
は
七
〇

名
)
、

『
洗
髪
』
の

一
五
九
名

(
松
梅
は
八
四
名

)
に

ほ
ぼ
近

い
数
で
あ
る
か
ら
、
調
査

の
た
め
の
数
の
条

件
は
、

こ
の
三
書

に
関
す
る
限
り

『
色
三
味
線
』

『洗
髪

嵩
と
さ
ほ
ど
変
ら
な
い
。

註
8
、
こ
こ
で
は

、
日
本

名
著
全
集
所
収
本
の
刊
記
に
従
っ
た
。
な

お
長
谷

川
強
氏
編

「
八
文
字
屋
本
年

表
」

(
閏、近
世

国

女

学
　

研
究
と
資
料
」
所

収
)
に
よ
れ
ば

、
初
摺
本

の
刊
年
月
は
元
禄
十
四
年
八
月
で
あ
り

、
巻

頭

「惣
名
よ

せ
」
が

初
摺
本
再
摺
本
同

一
た
り
得

る
可
能
性

を
考
慮
す

れ
ば
、
A
期
下
限

(
B
期
上
限
)
を
元
禄
十
四
年

八
月

ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
も
許
さ
れ

る
が
、
実
証
で
き
ぬ
今

は
元
禄
十
五
年

ご
月

を
ひ
と

ま
ず

の
規
準
と
す

る
。

註
9
、
名
寄
細
見
に
見
え
る
順
位
を
、
そ
の
ま
ま
番
付
と
受
け
取

る
こ
と
は

危
険

で
あ
ろ
う
が
、

一
応
、

一
家
内

に
お
け
る
位
置
を
知

る
目
安
に
は

な
る
か
と
思

い
、
か
か
る
方
法
を
と

っ
た
。

註
　

、

『色
三
昧
線
』
隣洗

髪
』
二
書

の
対
照
で
、
同
家
同
名
の
遊
女

七
六
名

(
『洗
髪
」
所
出
総
員
の
約
半
数
)
中
、
位
が
変
る
例
は
、
こ
の
幾
野

と
,
挙
屋
町
角
大
坂
屋

の
大
江
の
色

梅
ー
洗
鹿

の
二
例
だ

け
で
あ
る
。

註
11
、
本
書
の
遊
女
抱
主
名
に
誤
記
あ
る
と
す
れ
ば

(
註

-
参
照
、
ま
た
、

と
も

へ
は

『色

三
味
綜

　
に
異
家

同
位
同
名
あ
る
こ
と
も
注
意
)
、

こ

の
ク

ル
ー
プ
の
数
は
減
る

こ
と
に
な
る
が
、
誤
記
説

は
採
ら
な

い
。

註
12
、

「洗
髪

嵩
に
見
え
る
遣
手
は
、
端
女
郎

の
分
、
揚
屋
之
分
を
加
え
て

-

三
十
名

近
く
、

『
朱
雀

遠
目
鏡
」

の

「
や
り

て
三
十
三
人
」

の
記
事

に

徴
し

て
も
全
員
を
網
羅

す
る
と
思
わ
れ
、
は

つ
が
当
時
在
廓
し
た
な
ら

当

然
出
名
し
な
け
れ

ば
な
ら

ぬ
。

註
13
、
千
寿
な

る
遊
女
が
か

っ
て
盛
名
を
謳
わ
れ

た
こ
と
、

『
風
流
曲

三
味



線
』

(
宝
永
三
年

七
月
刊
)

剛
之
巻

「
第

二

仕
掛
の
よ
い
か
ら
く
り

智
」

に
も
、
高
橋

の
太
夫
姿
形
容

の
部
分
に

「
歩
行

ぶ
り

し

と

や

か

に
、
道
申
の

っ
し
り
と
し

て

霧

波
千

寿

に
い
き
う

つ
し
、
」
と
見

え

る
。
本
書
中
の
同
名
と
同
人
た
る
証
は
な
い
が
掲
げ
て
お
く
。

註

14
、
1
群
卜

三
名
中
、

こ
れ
ら
評
語

を
持
た
ぬ
者
は
、
八
雲

・
戸
沢

・
幾

野
の
三
名
の
み
で
あ

る
。

全
三
+
二
名
中
茶
屋
主
人

・
遣
手
を
含
む

二
十
三
名
は
か
か
る
評
語

を
伴
い
、
こ
の
評
判
記
が
盛
昌
す
る
遊
女
を
殊
更
選
ん
だ
ら
し
い
こ
と

が
わ
か
る
。
半
数
を
占
め
る

一
文

字
屋
抱

え
の
遊
女
中
に
、
太
夫
が

一

人
も
見
え
ぬ
不
審
も
、

こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
解
明
で
き
よ
う

か
。

註
15
、
1
群

(
イ
)

の

与

州
は
、
色

梅
3
人
中
1
位
↓

洗

梅
4
人
中

3
位

で
、
俗
の

「し

か
も
全
盛
」
の
語

が
や
や

一
致
を
欠
く
。
田
村

・
与
州

仕
ハに
色

・
洗

の
同
名
と
は
別
人
と
す
れ
ば
、
本
書
の
両
者

の
抱
主
は
、

一
文
字
屋

七
郎
兵
衛

か
も
し
れ

ぬ
。
註
１
参
照
。

註

16
、
野
聞
光
辰
教
授
編

。

(
『西
鶴
新
孜
」

所
収
)

小
稿
を
成
す
に
際
し
、
中
村
幸
彦
先
生
の
御
指
導
を
得

た
。
ま
た
、

『け

い
せ
い
色
三
味
線
」

『傾
城
洗
髪
」
の
利
用
に

つ
い
て
、
長
谷
川
強
氏

か
ら

懇
切
な
御
示
教
を
受
け
た
。
附
記
し

て
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。



翻

刻
西郭

俗
湖
月
抄

草
案

藤
屋
彦
右
衛
門

道
筋
ノ
角
茶
屋

此
家
の

か
た
わ
ら

に
檜
垣
と

い
ふ
も
の
新
し

て

上
は
は
し
と
み
四
五
問

は
か
り
明
ヶ
わ
た
し

て
簾

な
と
も

い
と
し
ろ
ふ
涼

し
け
な
る
に
こ
と
な

ふ

こ
ゑ
ひ
く
成
投

ふ
し
三
筋

の
糸
は
風
に
ほ
の
め

き

心
を
う
こ
か
す
是

な
ん
誰
か
住
た
る
軒

か
と
見
れ
は
藤

屋
の
か
た
と

や
云
し
実
に
世
を

渡
る
な
ら
ひ
と
て
あ
ら

ゆ
る
遊
君

の
な
ふ
ら
れ

も

の
に
身
を
な
し
不
断
美
食
に
ふ
く
れ
腹
中

に
酒
波
を
た

ゝ
ゆ
取
遣

の
ひ
か

へ
帳

な
し
に
金
銀
を
も

ふ
く
る
事

を
所
作
と
す

し
か
レ
唯
人

の
な
ら

ぬ

し

や
う
ば

い
物
真
似
諸
芸
き

や
う
に
し

て

多

の
人
を
笑
す
さ
れ
は
あ

つ
ま
難
波
津
都

三

ケ
国

の
ま
れ
も
の
こ
と
も

お
ろ
か
や
み
や
こ

目

口
か
わ
き

の
中
に
て
ゑ
ん
の
う
と
云

へ
る
仇

名

つ
け
ら
れ
給
ふ
は
御

手
柄
酒

こ
と
の
う
ち
に
惣

身

の
う

ご
き
所
有
左
の
手
を

上
に
し
て
物
云

給
ふ
そ
か
し
鼻
と

口
と
の
間

に
て
わ
ら
ひ
跡
は

表
オ
」

一
ウ
」

の
と
に
て
引
こ
ゑ

や
ゝ
し
は
し
此
人

の

一
芸
な
り

さ
れ
は
過
し

こ
ろ
道
筋
に
て
下
駄

ふ
み
ち
ら

し
ね
ほ
れ
顔
嶋
原
に
そ
の
か
く
れ
な
し

其
外
男
女

の
真
似
ひ
た

い
に
て
人
を
見
な
か
ら

手
を

つ
か
ね
其
様
な

こ
と
は
お
か
ち

や
ま
・て

ち

や

ち
や
ま
す
な
と
申
さ
る

ゝ
其
身
実

に
し

て

そ

の
時
の
興
に
身
を
ま
か
す
か
し
こ
き
と

や

云
ん
朝
日
さ
す
軒
端
も

い
よ
　

末
な
か
く

さ
か

へ
給
わ
ん

居
な
か
ら

に
初
日
を
拝
む
軒
端
哉

花
崎

下
ノ
町
桔
梗
屋
内

位
松

此
君
の
ほ
と
心
ば

へ
な
と
は
も
の
云
た
る
け

は

い
に
こ
そ
も
の

こ
し
に
も

し
る
れ
そ
も
や

花
崎

の
君
は
何
の
縁

に
か
か
ゝ
る
身
を
し

つ
め
給

ふ

そ
や
紅
顔
美
を
尽
し
笑
給
ふ
御
声
に
は
目
に

見

へ
ぬ
鬼
神
も
心
を
和
ケ
踊
給
ふ
風
俗
三
筋

町

に
ま
た
有
ま

い
よ
そ
お
い
な
膨

ぬ
か

こ
の
手

か
し
わ
と
云
置
し
も
思
ひ
合

す
れ

は
と

こ
や
ら

に
男
色
に
こ
と
な
ら
す
と
云
し
人
も
あ
り
う
そ

な
し
に
十
八
公

の
御
全
盛
う
ち
忍

ひ
よ
う
し

た
ま

へ
る
御

け
は

い
い
み
し
う
な
ま
め
き
て

ニ
ウ
」



見
し
ら
ん
人
に

こ
そ
み
せ
め

花
も
実
も
あ
る
花
崎

の
時
代
哉

野
風

下
ノ
町
大
坂
屋
内

位
松

牡
丹
は
花

の
富
貴
成

も
の
菊
は
花
の
ゐ
ん
成

か
松
は
と
か

へ
り

は
な
遊
君
は
う

つ
く
し
き
物

女
は
髪

の
め
で
た
か
ら
ん

こ
そ
目
立

へ
か
ん
め

れ
此
君
美
き
と
云
は
ひ
た

い
き
わ
に
花
の
露

マ
マ
と
脱
力

を
お
け
る
に
ひ
し
せ
い
高
か
ら
す
ひ
く
か
ら

す

お
し
た
れ
た
る
有
様
松

の
御
位
に
そ
な
わ
り

給

ふ
も
尤
そ
か
し
御
全

盛

君
を
猶

こ
よ
ひ
は
借
し
半
夏
生

三
五

上

ノ
町
き

ゝ
や
う
屋
内

位
　

古
人
は
雨
月
を
楽
照
月
も
お
か
し
当
世
は
く
ら

き
寝
屋
の
月
を

た
の
し
む
さ
れ

は
此
君

い

み
し
き
御

け
し
き

三
五

の
月
と
や
云

ん
こ
と

に
夕
ま
く
れ

は
か
さ
に
ま

ゝ
ゆ
き
花
す
か
た
実

初
緑

の
御

位
御
全

盛

名
月

に
鳥
家
は
闇
成

八
こ
ゑ
哉

三
占
」

玉
き
し

下
ノ
町
桔
梗
屋
内

位
松

に
け
な
き
ほ
と
な
と

ゝ
申
侍
る
も
去

こ
と
そ
や

世
の
中
に
辻
う
ら
を
聞
と
云

へ
る
も
俗
ら
し

き
事

な
れ

と
も
能
辻
う
ら
を
き
け
は
心
よ
し

さ
れ

ば
此
君
ち
か
き

こ
ろ
松

の
ぐ
ら

い
に

つ
き

給
ふ
し
ら

ぬ
も

の
ま

て
ほ
む
る
全
盛
日
に
ま
し

給
わ
ん

回
躰
美

に
し

て
然
も
か
し
こ
し
十

八
公
は
末

な
か
く
御
た
も
ち
と
思

わ
る

ゝ

若
松

は
風
吹
か
た
に
な
ひ
く
也

井
筒

中

ノ
町

一
文
字
屋

位
梅

面
躰
う

つ
く
し
く
お
も
さ
し
丸
し

せ
い
高
か
ら

す
ひ
く
か
ら
す
し
て
情

の
山
を
重
給
ふ
陸
奥
の

忍
の
み
た
れ
と
詠
し
も
さ
る
こ
と
そ
や
御

位
高
き
も

梅
に
な
し
諸
人
に
恋
の
施
行
尤
そ
か
し
思

へ

と
も
猶
あ
か
さ
り
し
夕
か
ほ
の
と
侍
り
し
に
も

同
し
た
ら

ん
や
御
す

へ
さ
か

へ
給
わ
ん

露

い
と
ふ
日
か
さ
の
下
の
百
合

の
花

四
白



与
州

中

ノ
町

一
も

ん
し
や
内

位
梅

花

の
下
に
か

へ
ら

ぬ
こ
と
を
忘
れ
美
君

に
む
か

へ
は

世
事
忘
有

つ
る
花

の
露
に
濡
た
る
心
地
し
て
そ
い

ふ
し
給

へ
る
さ
ま
う

つ
く
し
う
愛

こ
ほ

る
ゝ
や
う

に
て
し
か
も
全
盛
嶋
原
を
照
す
格

子
住

居
し
給
ふ

事
さ
ら
に
な
し
唯
人

の
う
わ
さ
よ
く
遠

か
ら

ぬ
に

の
か
れ
給
わ
ん
に
そ
れ

こ
れ
と
せ
り

お
ふ
こ
と
も

恋

の
種
な
ら

ん
か
御
仕
合

咲
杷

に
朝
風

い
と

ふ
詠
か
な

か
ほ
る

下

ノ
町

大
坂
屋
内

位
梅

め
ん
て
い
然
も
美
也
お
た
し
く
か
る
　

し
か
ら

ぬ

御

こ
ゝ
ろ
の
程
も
尤
よ
き
な
り

さ
ゝ
に
お
も
し
ろ

き
所
有
り

て
御
心

た
て
な
り

こ
と
も
お
ろ
か

や

難

波
の
花
-を

み
や

こ
の
継
穂
に
せ
し
君
は

つ

か
し
く

お
も
わ
る

ゝ
こ
と
に
わ
か
ち
て
て
心
も
と

な
か
ら
す

つ
か
う
ま

つ
ら

せ
給

ふ
ひ
と
し
ほ
全

盛
有

へ
し

蚊
遣
火

の
か
ほ
り
ゅ
か
し
き
端

居
哉

五
ワ
」

大
礒

中
堂
寺
ノ
大
坂
屋
内

位
梅

壬
生

川
の
流
る

ゝ
末

は
妹
背
か
わ
難
波
津
の
花

な
り
し
と
か
や

一
躰

お
と
な
し
く
然
も
美
な
り

あ
さ
か
ら

ぬ
心
さ
し
い
ま
さ
り

ぬ
へ
く
な
ん
と
そ

し
ら

ぬ
事

な
か
ら
わ
け
の
す
い

一
と
お
も
わ
る
ゝ
曽

我
物

か
た
り
を
思
い
や
れ

は
御
名
に
ゆ
か
し

初
霜
や
さ
な
か
ら
清
し
虎
か
石

と

こ
よ

下
ノ
町
桔
梗
屋
内

位
梅

め
ん
て
い
に
く
か
ら
す
い
と
よ
し
有

ル
さ
ま
し
て

色
め
か
し
此
君

の
さ
け
に
は
夜
の
明
る
を
し
ら
す

時
　

の
挨
拶
よ
し
ち
か
き

こ
ろ
は

せ
ん
せ
い

い
や
ま
し
し

こ
な
し
は
東

の
い
き
か
た
に
に
る
所

有
り

さ
れ
は
に
や
う
か
む
瀬
と
か
や
云
し
盃

二

三
ツ
あ
か
り
給
事

か
く
れ
な
し
身
を
す
て

ゝ

こ
そ
う
か
む

せ
末
頼
母

し
や

朝
酒
や
床

の
柱
に
き
り
　

す

菊
川

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
梅

六
ウ
」

七
ウ
」



菊

川
の
流
は
た

へ
す
し
て
ほ

の
め
い
た
る
御
姿

一
躰

風
俗
尤
よ
し
紅
顔
に
お
も
し
ろ
き
所

有
り
御
心
ば

へ
に
そ
な
わ
り

て
く
ら
ひ
あ
り

此
か
わ

の
な
か
れ
の
す
・
へ
に
て
水
む
す

ひ
た
ら

ん
も
の

に
は
あ
や
か
り

た
し
御
全
盛
　

.白
菊
や
末
の
松

山
道
も
波

山

の
井

中

ノ
町

一
も

ん
し
や
内

　
梅

岩

か
く
れ

の
苔

の
う

へ
に
な
み
居
て
圭
器
ま

い
る
お
ち
く

る
水

の
さ
ま
な
と
ゆ

へ
有

滝

の

け
に
に
く

か
ら
す
山
の

井
の
君

め
ん
て
い
よ
し

心
は

へ
お
と
な
し
く
利
発
な
り

風
俗
今

少
し
心

つ
け
給

へ
か
し
年

達
程
せ
ん

せ
い

有

つ
へ
き
君

そ
か
し

涼

し
さ
わ
山

の
井

に
見
る
姿
か
な

〈
ヵ

」

く
り

つ
け
ら
れ
た
る
程
い
と
う

つ
く
し
う

お
も

ひ
や
ら
る
此
君

「
躰

美
に
し
て
然
も

全
盛

い
ふ
と

こ
ろ
な
し

風

に
な
ひ
く
色
し
な
あ
る
や
花
す

ゝ
き

小
井

っ

ゝ

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
梅

の

高
安

の
里

に
住
給
ひ
し
井
筒
に
や
ま
さ
る

君
な
れ
は
と
て
今

の
世

に
小
井

つ
ゝ
と
申

せ
し
は
此
君

の
御
事
そ
や
し
ら
ぬ
も

の
ま

て

も
御
よ
そ
お
ひ
聞
も
心
を
う

こ
か
す
さ
す

か
女
郎

一
躰
風
俗
三
筋
町

の
手
本
と
も
な
ら

ん
此
里

す
き

こ
の
め
る
人

の
う
わ
き
そ
や
君
人

の

御
ほ
と
を
ぱ
さ
れ
く

つ
か

へ
る
い
ま
や
う

の
よ
し

ば

み
よ
り

は
こ
よ
な
う

お
く
ゆ
か
し

水
か

ゝ
み
花
よ
ひ
ん
づ
ら
雲
の
み
ね

九
ウ
」

琴
浦

中
堂
寺
大
坂
屋
内

位
梅

花
は
嵐
を

い
と

ふ
柳
は
か
せ
に
そ
む
く
も

お
か
し
女
郎
は
き
の
字

の
形
と
云

し
は
尤
な
り

髪
は

つ
や
　

と
か

ゝ
り

て
末

の
ふ
さ
や
か
に
さ

八
雲

上
ノ
町
き

ゝ
や
う
や
内

位
梅

花
を
見

て
も
月
を
見
て
も
お
こ
り
や
す
き
は

此

ま
と
ひ
な
り

し
り

め
に
み
を

こ
せ
給

へ
る
ま

み
い
と
は

つ
か
し
け
に
け
た
か
う
う

つ
く

し
け



な

る
御
か
た
ち
御

顔
か
わ
う
す
に
見

へ
さ
せ
給

へ

と
ち
や
わ
ん
の
酒
見
事
　

寝
も
せ
ぬ
雲

の
初
音
や
朝

の
酒

大
淀

下

ノ
町
大
坂

屋
内

位
梅

め
ん
て
い
風
俗

に
く
か
ら
す
此
君
梅

の
位

そ
な
わ
り
給

ふ
は
と

こ
そ
に
能
所
有

か
し
か
の
み
な
ら
す

し
こ
な
し
お
も
し
ろ
く
い
き
か
た
に
お
も

ひ
き
り

た
る
と
こ
ろ
あ
れ

は
人
に
よ
り

ふ
か
く
も
忍
も

の
有

へ
し
酒

過
ぬ
れ

は
や

っ
こ
な
所

あ
り

女
郎

の
中

に
も
か
く

こ
そ
し

こ
な
し
給
ふ
は

御
手

か
ら

い
よ
　

全
盛

淀
舟
に
幸
聞
や
ほ
と

ゝ
ぎ
す

三
浦

中
堂
寺
大
坂
屋
内

位
梅

実

心
な
き
草
木
な
か
ら
出

口
の
草

は
四
季

折
　

遊
君

の
す
そ
に
な
て
ら
れ
ち
と
あ

や

か
り

た
し
さ
れ
は
此
君
い
み
し
く
き
よ

ら

に
て
桂

の
ま
ゆ
す
み
御

め
に
く
ら
ひ
有
り

て

唯
人
と

は
見

へ
す
御
名

の
と
く
あ
ら
わ
れ
て
三
浦

一
〇

ウ

}

の
君
と

や
云

せ
ん
と
昔

忍
ば
し

雲
を
出
る
三
浦
か
崎

や
月

の
か
ほ

き

て
う

中

ノ
町

一
も
ん
し

や
内

位
梅

木
　

り

は
松

の
雪

(
一字
不
明
)
暖
に
見
ゆ
る
と
云

伝

へ
侍
る
も
尤
そ
か
し
ゑ
な
ら
ぬ
う

つ
り
香

二

几
帳

の
影
の
ほ
の
見
ゆ
る
は
何
と
や
ら

心
地

よ

け
に
お
も
わ

る
ゝ
此
君

一
躰
美
に
し
て

御
声
に
お
も
し
ろ
き
所
有
り
風
俗
遊
君

の

情
を
重
給
ふ
全

盛
有

へ
し

と

こ
や
ら

に
す

ね
て
色
有
り
梅

の
枝

と

も

へ

下
ノ
町
桔
梗
屋
内

位
梅

日
た
け
て
お

の
　

い
と
静

に
門

の
柳
の
影
に

居
て
客
待
な
り
も
し
と
け
な
く

お
か
し

此
君

一
躰
美
な
り

遊
君

は
人
目

に
は
優
に
斗

見

へ
て
禿
出
す
世
話
に
心
を

い
た
ま
す
さ
れ

は

に
や
ち
か
き

こ
ろ
若
松

の
風
を

つ
く
り

松

に
直
し
給
ふ
は
御
手

か
ら

い
よ
　

つ
れ

て

せ
ん

せ
い

一
一
ウ

」



手
に
請

て
村
雨
を
ま

つ
は
な
柚

か
な

小
紫

中

ノ
町

一
文
字

や
内

位
梅

た

ゝ
た
の
め
し
め
じ

(
か

、)
原

の
世
の

う
わ
さ
誰

も
う

つ
く
し
き
と
申

せ
し
松
の

位
に
は

成
り

給
ふ
君

と
云

は
お
ろ
か
な
り

勝
て
利

発

に
し

て
心
う

つ
く
し
う
御
有
様

の
か
た
ほ

に
そ
の
も
の
あ
り

ぬ
と

お
ほ
ゆ
る
き
す
も

な
し
人
よ
り

さ
き

に
見
そ

め
て
し
か
ば

松
の
花
世
に
い
ふ
藤

の
さ
か
り
か

な

い

つ

ゝ

下

ノ
町
柏
屋
内

位
梅

花
も

み
ち
よ
に
出
ん
ほ
と
は
猶
ゆ
か
し

一
躰

美
に
し
て
人
よ
り

は
こ
と
な
る
さ
け
に

興
あ

っ
て
夜
の
更
を
し
ら

す
暫

の
寝

の

う
ち

に
百
年

の

つ
み
を
忘

る
世

こ
そ

つ
て

此
君

に
な

つ
む
も

の
多
し
末

な
か
く
全

盛
た
る

へ
し

残
る
月
井
筒
に
清
し
桐
の
花

ニ
ゥ

夕
霧

中
堂
寺

大
坂

や
内

・

位
梅

う

つ
く

し
き
と

い
ふ
は
お
ろ
か
御
よ
そ
お
ひ
御

姫

様
達

と
も
云

つ
へ
し
御
も

の
こ
し
に
ほ

た
さ
る
ゝ
も

の
わ
け
て
多

し
御
手
跡

こ
と

に
う
る
わ
し
く
御
文

か
ら
た

て
成
り

風
ひ

や
ゝ
か

に
う
ち
吹
て
や
ゝ
更
行
ほ
と
に
少
し

ま
と
ろ
む
に
や
と
見
る
け
し
き
空
焼
の

け
ふ
り

に
む

ね
を
い
た
ま
す

い
ふ
に
い
わ
れ

ぬ
所
知

る
人
そ
し
る
と
云
し
人
も
あ
り
今

す

こ
し
御
心
は

へ
つ
よ
く
御
も
ち
候
は

ゝ
極
上
　

夕
き
り
や
風
に
と
け
ぬ
る
洗
髪

田
村

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
梅

色
里

の
こ
と
は
に
ア
、
し
け
と

い

へ
る
は
と
ふ
し
た

文

字
の
通
用
そ

い
此
君

ハ
御

か
ほ

に
つ
ゐ
に

し
ん
き

な
色
な
し
風
俗
と
云
す
か

た
と
云
位

ひ
く
き

は
お
し
き
事
さ
け
呑

も
の
は
多

け
れ

と
ほ
と
拍
子

よ
く

い
き
か
た
の
み
給

ふ
そ

か
し
さ
す
(か

ヵ
）
（
こ
ヵ
)と
な
れ
給

ふ
ゆ

へ
か
門
た
ち

の

御
姿
と
ふ
も
い
わ
れ

ぬ
風
有

い
と
深
か
ら
す

一
三
ウ
」

一
四

ウ
」



と
も
今

一
と
せ
二
と

せ
に
は
よ
き
御
身

に
成
給

ふ

事

重
豊

々
々

名
も
し
け
し
た
む
ら

の
君

の
花
か

つ
み

斎
宮

下

ノ
町
桔

梗
屋
内

位
島

此
御

か
た
位

は
春
日
野
な

れ
と
御

心
は
十
八

公
の

花
と
も
云
け
ら
し
め
ん
て
い
丸

お
も
て
ふ
と
り

し

・
な
り
わ
け

の
み
な
か
み
た

つ
ね
て
は
此
君

な
ら

ら

て
は
と
甲

せ
し
御
手
跡
.に
な
す
む
も
の
多

ふ
ん
か
ら
よ
く
は
書
給

ふ
人
の

目
を
も

お
と

ろ

か
し
心
を
も
よ
ろ
こ
は
せ
給

ふ

へ
し

し

つ
か
な
る
床

に
し
ら
け
し
螢
哉

八
橋

中

ノ
町
こ

も

ん
し
や
内

位
鹿

け
に
や

実
花

の
ほ
と
り
は
立
う
き
と
か
や
め
ん
て
い
に
く

か
ら
す

心
ば

へ
気
性
な
り

此

こ
ゝ
ろ
は
御
顔
に
お
と

な
し
き
も

の
見
ゆ
る
さ
る
人
よ
い
の
と

い
わ
れ
れ

し
美

た
る
も
是

に
は
ま
さ
ら
ん
末
頼
母

し

杜
若

つ
ほ

み
や
ひ
ら
く
朝
嵐

一
五
ウ
」

戸
沢

中

ノ
町

一
文
字
屋
内

位
鹿

霞
空

の
け
し
き
を
も
見

ん
と
よ
し
あ
る
さ
ま
め
ん

お
も
し
ろ
し
酒
事

よ
し
人

の
口
に
は
戸
が
た
て

ら
れ
ん
も
の
御
内
謹

に
よ
き
所
有
と
云
し

御
髪

に
あ
ら
わ
れ
か
ん
は
し
や

花
の
雲
さ
な
か
ら
沢

の
流
か
な

八
重
垣

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
鹿

秋

の
夕
郵
は
ま
し
て
心

の
い
と
ま
な
く
お
ほ
し

み
た
る
ゝ
御
あ
り
様
め
ん
て
い
に
く
か
ら
す
物

事

に
愛
有
(り
ヵ
)て

一
座
よ
し
御

と
し
わ
か
な
れ
ば

末
頼
母

し
八
重
垣
に
露
や
そ
め
け
ん
蔦
も

み
ち

幾
野

下
ノ
町
桔
梗
屋
内

位
鹿

嵯
峨
野
に

て
わ
れ

お
ち
に
き
と
人
に
か
た
る
な
と

僧
正
遍
照
か
詠

し
も

さ
る
事
そ
や
此
君

に
ほ

た
さ
る

ゝ
も
の
多
有

へ
し
あ
か
ぬ
わ

さ
か
な

一
六

ウ
」



と

の
給

ふ
も
御

位
に
は
お
し
き
君
な
ら
ん
か
と

み
な
人
も
幾
野

に
手
折
女
郎
花

数
馬

申

ノ
町

【
も
ん
し
や
内

位
鹿

心
を
か
け
て
あ
な
か
ち
な
る
ゆ
か
り
も
た
す

ね

ま
ほ
し
き

こ
ゝ
う
も
ま
さ
り
給
な
る

へ
し
と

有
め
ん

て
い
に
く
か
ら
す
風
俗
よ
し
ち
か
き

こ
ろ

は

さ

ゝ
の
ゑ
い
見
ゆ
る
か
久

し
く
く
る
わ
に
は
す

み

給

ふ
ま
し
珍

重

は

つ
か
し
の
螢
に
見

せ
ん
酒

の
酔

妻
川

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
鹿

め
ん

て
い
丸

し
御
髪
に
し
な
あ
り
紫

の
根

に
か
よ
ひ
た
る
野

へ
の
若
草
と
か
や
い
ま
た
物

こ
と
此
比
の
事

な
れ
は
わ
か
ち
い
か
ゝ

藤

の
は
な
も

け
ふ
こ
の
比
の
盛
哉

千
寿

中

ノ
町

一
も
ん
し
や
内

位
鹿

丁
5

」

世
は
お
ろ
か
な
る
わ
さ
と
て
鹿
嶋

の
神
に
帯

か

へ
る
も
恋
ゆ

へ
か
帯
の
そ
ら

と
け
も
客
ま
ち

顔
人

の
く

せ
さ
ま
　

有
も
の
な
れ
と
此
君
帯

を
時

な
ら
す
も

い
し
り
給

ふ
は
女
郎
な
れ
は

お
も
し
ろ
し
御
姿

も
よ
し
ち
か
き
こ
ろ

は
全
盛
名
に
た

つ
末

の
是
観
音

の
御
利
生

た
ゝ

此
ま

ゝ
に
里
を
御
出
候
様
　
ね
ひ
く
わ
ん
お
ん

願
は
し
や
か
れ

た
る
枝
に
雪
の
花

は
つ

ゑ
ひ
す
川
卸
半
か
妻

仇
名
女
武
者

色
の
里
よ
り
恋
の
お
も
荷
を
か
た
に
か
け
か

へ
る

か
ほ

し
て
皆
人
に
か
こ
か
ゝ
せ
し
は
よ
き
所
作

な
り
礼
儀
し
り
か
ほ
に
肩

に
羽
織
か
く

る
も

お
か
し
惣
躰
髪
の
結

ひ
ふ
り
よ
き
所

も
あ
り
又

い
や
し
き
わ
け
ふ
り

も
あ
り
人
に
す
く
れ

て
仏

神
信
心
よ
く
す
る
も
の
な
り
稲
荷
に

て
も
と
め

た
り

し
土

の
鈴

い
く

つ
と
な
く
か
け
な
ら

へ
す

へ
て
夜

お
き
棚
さ
か
し
な
と

に
は
火
そ

く
も
ち

に
よ
し
茶
か
ま
焼
付

ル
も
酔

さ
め
ゆ

へ
か
ま

だ
る
し
此
時
は
よ
き
遺
肴

な
り
上
は
は
長
者
町

中

ゑ
ひ
す
川
下
姉

小
路
か
わ

の
た
な
其
外
所

々

に
数
多

し
し
か
し
気
　

に
よ
り
実
ふ
し

つ

一
八
ウ
」



●

は
あ
る
物
(
か
ヵ
ノ
人
に
し
た
か

へ
は
す
こ
し
は
や
り
可

な
る
た
わ
む
れ
事
な
と
云
か
わ
し
て
是
も

珍
し
き
心
地
そ
す
れ

さ
れ
は
愛
に
そ
の
身
女

に

し
て
男
の

や
く
を

っ
と
む
都
な
れ

ば
と
て
か

ゝ
る
女
も

有
け
ん
と

こ
や
ら
に
風
俗

お
も
し
ろ
き
品

あ
り

五
月
雨
の

淋
し
き
に
か
こ
ふ
と
ん
か
ゝ

へ
行

す

か
た
も
ゆ
か
し
心
根
お
と
な
し
や
か
に
夫

の

う

へ
を
し

の
く
尤
貞

た
る

へ
し
け

に
信
あ
れ

は

末

や
さ
か

へ
ん

筆

の
男
竹
女
竹
の
う
き
世
か
な

一
九

ウ

」

二
〇

オ

一

原

口

裕

編

,
日

本

書

紀

漢

字

索

引
一

神

代

巻

所

収

油

印

三

七

〇

頁

頒

価

四

五

〇

(送
料
別
)

第

二

分

冊

(巻

三

よ

り

巻

十

ま

で

所

収
)
は

本

年
`
九

月

続

刊

の

予

定

で
、
目

下

印

刷

の

準

備

に

入

っ

て

い

ま

す
。

御

希

望

の

お

方

は
、

当

研

究

室

内

原

口

裕

あ

て

御

一

報

下

さ

い
。


